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空間(Ｍ，～)の定義

 空間Ｍにおいて、Ｍの要素ｘ、ｙとす
るとき

 ⅰ）ｘ～ｘ

 ⅱ）ｘ～ｙ ⇒ ｙ～ｘ
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部分領域Ｒ(Ｍ,Ｓ)の定義

 空間（Ｍ,～）の部分領域Ｓについて

 ｘ，ｙ∈Ｓ⊆Ｍ ⇒ ｘ～ｙ

 が成立するとき
 

 Ｒ(M,Ｓ)≡{ｚ｜∀ｘ∈Ｓ,ｚ～ｘ,ｚ∈Ｍ｝

 

 と定義する。
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基本領域δへの収束列
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実在ｘの基本領域δによる表現

とする。の集まりを基本領域 Ｄδ

}|{)( Dxx ∈∈= δδϕ とするとき

),()()( Myxyxyx ∈⇔≠∩ ～φϕϕ

とにする。プロトタイプと呼ぶこ

を素の特別に選択された要となる xx pMxp )()( ϕϕ =
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実空間と認知の関係

Mx∈
～）（ ,M

D∈δ
)(xϕ

xp

実空間

心象空間，主観的空間，認知（認識）空間

基本領域（？）

ϕ はルールの表現（？）

プロトタイプ
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「関心」による「認知」の差

実空間
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創造／存在予測の可能性
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)( yϕ )( zϕ に対応する， zy, が存在しない可能性がある
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創造／存在予測の可能性
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冗長な基本領域δ
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基本領域の「ことば」化による認知空間の

無限スパイラル拡大

「基本領域」に「ことば」を対応させ「安心」を得ようとすると

・
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基本領域の「ことば」化による認知空間の

無限スパイラル拡大

• 人は、「架空の存在」に「ことば」を対応させ
「安心」を得る。

• この「安心」を得るための「ことば」の付加
がその人の認知世界に新たな関係を導入
する。

• 認知世界の変化は、新たな「基本領域」を
その人に「認知」させる。
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「基本領域」の存在を伝達可能か
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「基本領域」の存在を伝達可能か
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基本領域δの拡大（？）
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基本領域δ間の関係
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基本領域δ間の関係
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基本領域δ間の関係
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基本領域δ間の関係

が存在しない。となる xx
1

)( εϕ ⊂

)(},{)(
)(},{)(
)(},{)(
)(},,,{)(
)(},,,{)(
)(},,,{)(

7103

694

582

47431

36421

25321

εδδϕ
εδδϕ
εδδϕ
εδδδδϕ
εδδδδϕ
εδδδδϕ

==
==
==
==
==
==

f
e
d
c
b
a

)(xϕ

}{)(
}{)(
}{)(
}{)(
}{)(
}{)(

10

9

8

7

6

5

δϕ
δϕ
δϕ
δϕ
δϕ
δϕ

=
=
=
=
=
=

l
k
j
i
h
g



20

「単純な関係」の空間のＭＡＰ

冗長な要素を取り除く
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おわりに

「単純な関係（反射的関係）」を設定した世界について簡単に
紹介しました。
会話が成立する条件
「存在しないもの」を存在すると言う根拠
何時まで待っても理解できない理由
時間の経過による「世界観」の拡大
基本領域が分割する力を受ける理由

の説明ができたと考えています。
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おわりに

実世界の関係は、「単純な関係」の複数の組合せ、「連鎖
的関係（食物連鎖）」等、もっと複雑です。「関係ａ」と「関係ｂ」の
関係…等考えるとどんどん「関係」も広がっていきそうです。（そ
の「関係」は無意味である場合が多い？）


